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本論文は三部構成であり、各部はそれぞれ 2 章からなっている。 r第一部『婦人公論j] J では、まず、 「第 1 章 自








「第二部 愛読者たちの視座における『婦人公論j] J は、全国に散らばる愛読者グループを訪問し、少なくとも 1950
年代前半から 66 年くらいまでの期間、熱心にグループ。活動を行ってきた愛読者たちにたいしてインタビューするこ
とによって得られた資料をもとに構成されている。まず、 「第 3 章 『婦人公論』愛読者グループJ で、 『婦人公論』
の愛読者グループを当時の社会状況のうちに位置づけ、グループoの外郭について説明している。つづく「第 4 章 生
- 95-
の意味づけの装置としての『婦人公論j] J では、読者たちが『婦人公論』を契機として自らの生を意味づけていくプ
































なインタビュー調査によって明らかにした点に求められる。なかでも、 1950 年代から 60 年代という、いわゆる「フ
ェミニズム」が未だ社会的に認知される以前の時代における女性の権利や生き方をめぐって、「主婦論争」を主要な
軸として考察することで、この時代の、多くは女学校や新制高校卒の女性たちの思いに含まれる、怒りや社会参加・
学習への意欲とともに、心のゆらぎを含む意識の襲の部分に分け入ることで、従来の女性史やフェミニズム研究が見
落としてきた部分に光を当てることに成功している。
以上の理由から、本論文は博士(人間科学)の授与にふさわしいものと判定した。
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